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■論点（案）及び課題解決のヒント（案）の一覧

1-1．新ビジョンの検討の論点等（案）
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参考資料１：検討の方向性について

多様
性

社会
リス
ク

デジ
タル

NN対
応都
市

 歩行者専用化・トランジットモール化 h ● ●
 歩道の拡幅整備 h ●
 滞留空間・広場等のオープンスペースの創出 h ● ●
 スクランブル交差点化 h ●

 webコンテンツや広報誌の充実 s ●
 フィルムコミッションによる周知活動の推進 s ● ● ●
 多様な観光客を招致する取組みの推進 s ● ●

 受入環境の整備 h/s ●
 観光バリアフリー情報の発信 s ● ●
 誘導案内サインや観光マップの充実、更新 s ●
 デジタル技術を活用した観光行動の支援 s ● ●

 無電柱化の推進 h ● ●
 景観計画やガイドラインを活用した景観誘導 s ●
 エリアマネジメントによる道路空間の活用 s ●
 商店街環境整備の支援 h/s ●

 利便性の高いバリアフリー動線の整備 h ●
 観光バス等の待機場所機能改善 h ●
 放置自転車対策の推進 s ●

 シェアサイクルの推進、新モビリティの導入 s ● ●
 総合的な交通情報、観光サービス提供等、統合化の推進 s ●
 交通事業者と連携した回遊行動を促すサービスの提供 s ●

 建物の更新に合わせた旧耐震施設更新 h ●
 建物の更新に合わせたオープンスペースの確保 h ●
 スーパー堤防整備 h ●
 無電柱化の推進 h ● ●
 建築物の耐震化の促進 s ●
 日常的な防災意識や備えの充実 s ●

 一時滞在施設の充実 s ●
 地域と連携した来街者避難体制の構築 s ● ● ●

 公園機能の充実 h/s ● ●
 公民連携の空間利活用推進 s ●
 景観計画やガイドラインを活用した景観誘導 s ●

 船着場の一般利用の促進、利用案内の充実 s ● ●
 東京都と連携した舟運活性化の取組み s ● ●

 建物の更新に合わせた多様な機能導入 h ● ●
 子育て世代などあらゆる世代を支える環境整備 s ● ● ●
 デジタル技術を活用したサービスの構築 s ● ●
 体験型コンテンツの充実 s ● ● ●

 事業者等と連携した企画実施 s ● ●
 事業者向けの各種相談、セミナー等啓発支援 s ● ●
 学校教育等と連携した子供へのシビックプライドの醸成 s ●
 エリアマネジメント団体及びまちづくりプレイヤーの育成 s ● ●

地
域
力

地域力の創造

 論点11：柔軟で持続可能なまちづくり

 論点12：公民連携のまちづくり

水
辺
空
間

水辺を活かした
魅力づくり

 論点９：隅田公園と一体となった水辺空間づくり

 論点10：舟運を活かした活動の展開

防
災
・
避
難

防災力の向上

 論点７：普段から安心して過ごせるまちづくり

 論点８：国際観光拠点にふさわしい防災機能の確保

交
通
結
節

だれもが使いやすい
交通の仕組み

 論点５：交通結節点の整備

 論点６：多様な交通手段による周辺地域との回遊性向上

分野 検討の方向性
新ビジョン検討の素材となる

論点（案）及び課題解決のヒント（案）

ハード
・

ソフト

まちづくりの視点

回
遊
・
滞
在

にぎわいをひろげる
取組

 論点１：ウォーカブルな空間づくり

 論点２：浅草・日本の魅力を伝える観光プロモーションの推進

おもてなし環境
の整備

 論点３：観光行動を支えるサービス環境の向上

 論点４：歴史や文化を感じる魅力的な景観の創出
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デジ
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応都
市
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 歩道の拡幅整備 h ●
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 スクランブル交差点化 h ●
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 フィルムコミッションによる周知活動の推進 s ● ● ●
 多様な観光客を招致する取組みの推進 s ● ●

 受入環境の整備 h/s ●
 観光バリアフリー情報の発信 s ● ●
 誘導案内サインや観光マップの充実、更新 s ●
 デジタル技術を活用した観光行動の支援 s ● ●

 無電柱化の推進 h ● ●
 景観計画やガイドラインを活用した景観誘導 s ●
 エリアマネジメントによる道路空間の活用 s ●
 商店街環境整備の支援 h/s ●

 利便性の高いバリアフリー動線の整備 h ●
 観光バス等の待機場所機能改善 h ●
 放置自転車対策の推進 s ●

 シェアサイクルの推進、新モビリティの導入 s ● ●
 総合的な交通情報、観光サービス提供等、統合化の推進 s ●
 交通事業者と連携した回遊行動を促すサービスの提供 s ●

 建物の更新に合わせた旧耐震施設更新 h ●
 建物の更新に合わせたオープンスペースの確保 h ●
 スーパー堤防整備 h ●
 無電柱化の推進 h ● ●
 建築物の耐震化の促進 s ●
 日常的な防災意識や備えの充実 s ●

 一時滞在施設の充実 s ●
 地域と連携した来街者避難体制の構築 s ● ● ●

 公園機能の充実 h/s ● ●
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 景観計画やガイドラインを活用した景観誘導 s ●

 船着場の一般利用の促進、利用案内の充実 s ● ●
 東京都と連携した舟運活性化の取組み s ● ●
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 事業者等と連携した企画実施 s ● ●
 事業者向けの各種相談、セミナー等啓発支援 s ● ●
 学校教育等と連携した子供へのシビックプライドの醸成 s ●
 エリアマネジメント団体及びまちづくりプレイヤーの育成 s ● ●
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交通の仕組み

 論点５：交通結節点の整備

 論点６：多様な交通手段による周辺地域との回遊性向上

分野 検討の方向性
新ビジョン検討の素材となる
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遊
・
滞
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 論点１：ウォーカブルな空間づくり

 論点２：浅草・日本の魅力を伝える観光プロモーションの推進

おもてなし環境
の整備

 論点３：観光行動を支えるサービス環境の向上

 論点４：歴史や文化を感じる魅力的な景観の創出

現段階でのたたき台であり、今後、策定委員会及び専門部会において、

「公民が連携」した各々の「役割」や「取組み」を検討していく。

多様
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リス
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 歩道の拡幅整備 h ●
 滞留空間・広場等のオープンスペースの創出 h ● ●
 スクランブル交差点化 h ●

 webコンテンツや広報誌の充実 s ●
 フィルムコミッションによる周知活動の推進 s ● ● ●
 多様な観光客を招致する取組みの推進 s ● ●
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 観光バリアフリー情報の発信 s ● ●
 誘導案内サインや観光マップの充実、更新 s ●
 デジタル技術を活用した観光行動の支援 s ● ●

 無電柱化の推進 h ● ●
 景観計画やガイドラインを活用した景観誘導 s ●
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 総合的な交通情報、観光サービス提供等、統合化の推進 s ●
 交通事業者と連携した回遊行動を促すサービスの提供 s ●
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滞
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にぎわいをひろげる
取組み

 論点１：ウォーカブルな空間づくり

 論点２：浅草・日本の魅力を伝える観光プロモーションの推進

おもてなし環境
の整備

 論点３：観光行動を支えるサービス環境の向上

 論点４：歴史や文化を感じる魅力的な景観の創出
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交通の仕組み

 論点５：交通結節点の整備

 論点６：多様な交通手段による周辺地域との回遊性向上



回遊・滞在の将来イメージ：

 具体的イメージ

【検討の方向性・・・にぎわいをひろげる取組み】
 ゆとりある都市空間の創出に

より、多くの人が「歩きた
い」と思うウォーカブルな空
間が形成されている。

 浅草地区ひいては日本文化の
魅力を多くの人に伝えるプロ
モーションが出来ており、浅
草地区に訪れたいと思う人が
増加している。

 浅草地区ならではのまちなみ
の形成により、訪れる人に楽
しさを提供する、にぎわいを
感じられるまちなみが形成さ
れている。

 デジタル技術を活用した情報
発信やサービスの提供により、
様々な人が快適にまちなかを
回遊し、浅草地区を堪能する
ことが出来ている。

論点１：ウォーカブルな空間づくり

（課題解決のヒント）
歩行者専用化・トランジットモール化
歩道の拡幅整備
滞留空間・広場等のオープンスペースの創出
スクランブル交差点化

都市空間を有効に活用して、浅草地区の多様な魅力を感じながら、ゆったりと
地域をめぐりたくなるウォーカブルなまちなかの形成

論点２：浅草・日本の魅力を伝える観光プロモーションの推進

（課題解決のヒント）
webコンテンツや広報誌の充実
フィルムコミッションによる周知活動の推進
多様な観光客を招致する取組みの推進

第１回 浅草地区まちづくりビジョン策定委員会（部会合同開催）
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1-1．新ビジョンの検討の論点等（案）



回遊・滞在の将来イメージ：

 検討の方向性・・・にぎわいをひろげる取組み

論点１：ウォーカブルな空間づくり

都市空間を有効に活用して、浅草地区の多様な魅力を感じながら、ゆったりと
地域をめぐりたくなるウォーカブルなまちなかの形成

論点２：浅草・日本の魅力を伝える
観光プロモーションの推進

大阪市では、車中心から人中心のストリートへの転換を
目指す「御堂筋将来ビジョン」を策定（平成30年）し、
2037年を目標に御堂筋のフルモール化を目指した段階的
な取組みを実施中

出典：御堂筋 将来ビジョン 概要版
御堂筋緩速車線歩行者優先化社会実験 実施結果・概要より作成

出典：東京の観光公式サイトTokyoTokyo

観光公式サイトからインスタグラムの共通のタグで投稿
を募集し、キャンペーン中に集まった写真で、ガイド写
真集を作成・配布
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参考資料１：検討の方向性について

◀歩道拡幅後の
社会実験の様子

ファニチャー

ストリートマーケット

1-1．新ビジョンの検討の論点等（案）



回遊・滞在の将来イメージ：

 具体的イメージ

【検討の方向性・・・おもてなし環境の整備】

論点３：観光行動を支えるサービス環境の向上

（課題解決のヒント）
受入環境の整備
観光バリアフリー情報の発信
誘導案内サインや観光マップの充実、更新
デジタル技術を活用した観光行動の支援

都市空間を有効に活用して、浅草地区の多様な魅力を感じながら、ゆったりと
地域をめぐりたくなるウォーカブルなまちなかの形成
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論点４：歴史や文化を感じる魅力的な景観の創出

（課題解決のヒント）
無電柱化の推進
景観計画やガイドラインを活用した景観誘導
エリアマネジメントによる道路空間の活用
商店街環境整備の支援

参考資料１：検討の方向性について

 ゆとりある都市空間の創出に
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い」と思うウォーカブルな空
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魅力を多くの人に伝えるプロ
モーションが出来ており、浅
草地区に訪れたいと思う人が
増加している。

 浅草地区ならではのまちなみ
の形成により、訪れる人に楽
しさを提供する、にぎわいを
感じられるまちなみが形成さ
れている。

 デジタル技術を活用した情報
発信やサービスの提供により、
様々な人が快適にまちなかを
回遊し、浅草地区を堪能する
ことが出来ている。

1-1．新ビジョンの検討の論点等（案）



回遊・滞在の将来イメージ：

 検討の方向性・・・おもてなし環境の整備

論点３：観光行動を支えるサービス環境の向上

都市空間を有効に活用して、浅草地区の多様な魅力を感じながら、ゆったりと
地域をめぐりたくなるウォーカブルなまちなかの形成

論点４：歴史や文化を感じる魅力的な景観の創出

京都市では、株式会社ぐるなびとの地域活性化包括連携
協定に基づいた連携により、朝と夜に楽しめるコンテン
ツ情報を発信することで、宿泊観光を推進するとともに、
混雑の集中緩和と観光の時間帯の分散化を図っている。

出典：旅ぐるなび 京都朝観光ホームページ

夜間景観の演出手法として各地でプロジェクションマッ
ピングの活用が進んでいる。これを踏まえ国土交通省よ
り「プロジェクションマッピング実施マニュアル（平成
30年3月）」が示されている。
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プロジェクションマッピング世界大会の作品投影の対象として聖
徳記念絵画館が使われた（2021年12月に実施）。出典：【TOKYO 
LIGHTS公式】

参考資料１：検討の方向性について
1-1．新ビジョンの検討の論点等（案）



交通結節の将来イメージ：

 具体的イメージ
【検討の方向性・・・だれもが使いやすい交通の仕組み】

 交通結節点におけるバリア
フリー化の推進や周辺建物
と一体となった整備により、
誰もが使いやすく利便性の
高い交通結節点が形成され
ている。

 交通結節点を中心に新たな
モビリティや交通・観光
サービスなど多様な交通手
段が提供され、浅草地区に
訪れる人が快適にまちなか
を回遊出来ている。

論点５：交通結節点の整備

（課題解決のヒント）
利便性の高いバリアフリー動線の整備
観光バス等の待機場所機能改善
放置自転車対策の推進

全ての人の移動が快適で便利になり、周辺地域を行き来したくなる交通結節機能の
円滑化と交通手段の多様化

論点６：多様な交通手段による周辺地域との回遊性向上

（課題解決のヒント）
シェアサイクルの推進、新モビリティの導入
総合的な交通情報、観光サービス提供等、総合化の推進
交通事業者と連携した回遊行動を促すサービスの提供

第１回 浅草地区まちづくりビジョン策定委員会（部会合同開催）
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交通結節の将来イメージ：

 検討の方向性・・・だれもが使いやすい交通の仕組み

論点５：交通結節点の整備

全ての人の移動が快適で便利になり、周辺地域を行き来したくなる交通結節機能の
円滑化と交通手段の多様化

論点６：多様な交通手段による周辺地域との
回遊性向上

追浜駅前では、国土交通省と横須賀市が連携し、駅周辺
の分散するバス停を駅前に集約し、タクシーバースや障
害者等用乗降場と合わせて整備することにより、交通結
節機能の強化を図る「地域密着型バスタ」プロジェクト
が検討されている。（令和３年４月事業化）

バスタプロジェクトのコンセプト（出典：交通拠点の機能強化に
関する計画ガイドライン（国土交通省））

電動車いすや電動キックボードなどのモビリティは、シ
ニア層の自動車に代わる移動手段や、環境にやさしく手
軽な交通手段として社会課題解決や地域の活性化の観点
から普及が期待されている

出典：多様なモビリティ普及推進会議 とりまとめ（令和元年12月）
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防災・避難の将来イメージ：

 具体的イメージ
【検討の方向性・・・防災力の向上】

 建築物の耐震化推進や堤防
等のハード整備に加えて、
防災情報の発信や備蓄品の
充実等のソフト的な取組み
により災害時に備え、普段
から安心して過ごせるまち
が形成されている。

 一時滞在施設の充実や災害
時の体制構築により、地域
住民だけでなく来街者の安
全を確保する仕組みが構築
され、国際観光拠点にふさ
わしい防災機能が確保され
ている。

論点７：普段から安心して過ごせるまちづくり

（課題解決のヒント）
建物の更新に合わせた旧耐震施設更新
建物の更新に合わせたオープンスペースの確保
スーパー堤防整備、無電柱化の推進
建築物の耐震化の促進
日常的な防災意識や備えの充実

暮らす人も、訪れる人も安全・安心に過ごせる防災まちづくり

論点８：国際観光拠点にふさわしい防災機能の確保

（課題解決のヒント）
一時滞在施設の充実
地域と連携した来街者避難体制の構築
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防災・避難の将来イメージ：

 検討の方向性・・・防災力の向上

論点７：普段から安心して過ごせるまちづくり

暮らす人も、訪れる人も安全・安心に過ごせる防災まちづくり

論点８：国際観光拠点にふさわしい防災機能の
確保

国土交通省が進める「まるごとまちごとハザードマッ
プ」では、生活空間である「まちなか」に水防災に関わ
る浸水深や避難行動に関わる情報を標示することで、日
常時から防災への意識を高めている

出典：まるごとまちごとハザードマップ実施の手引き（第２版）
の概要（平成29年６月）

京都市は、観光客に特化した帰宅困難者対策を推進する
ため「京都市帰宅困難者観光地対策協議会」を設置、
「帰宅困難観光客避難誘導計画」を策定している

出典：帰宅困難観光客避難誘導計画（概要版）、
平成25年12月）

第１回 浅草地区まちづくりビジョン策定委員会（部会合同開催）
9

参考資料１：検討の方向性について
1-1．新ビジョンの検討の論点等（案）



水辺空間の将来イメージ：

 具体的イメージ
【検討の方向性・・・水辺を活かした魅力づくり】

 公民連携の取組みやスー
パー堤防と連携した整備に
より、隅田公園と市街地の
一体感が向上し、魅力的な
水辺空間が形成されている。

 舟運利用の仕組みや船着き
場の充実により、多くの人
がこれまで以上に気軽に舟
を利用でき、水辺のにぎわ
いや魅力がより一層向上し
ている。

論点９：隅田川と一体となった水辺づくり

（課題解決のヒント）
公園機能の充実
公民連携の空間利活用推進
景観計画やガイドラインを活用した景観誘導

暮らす人も、訪れる人も気軽に足を延ばしたくなる 居心地のいい水辺空間の形成

論点10：舟運を活かした活動の展開

（課題解決のヒント）
船着場の一般利用の促進、利用案内の充実
東京都と連携した舟運活性化の取組み
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水辺空間の将来イメージ：

 検討の方向性・・・水辺を活かした魅力づくり

論点９：隅田川と一体となった水辺づくり

暮らす人も、訪れる人も気軽に足を延ばしたくなる 居心地のいい水辺空間の形成

論点10：舟運を活かした活動の展開

P-PFI制度を活用して2020年に開園した「としまみどり
の防災公園」は、防災機能と日常の多様なにぎわいの場
の創出の両立を目指し、指定管理者による運営が行われ
ている

出典：イケ・サンパークウェブサイト

舟運活性化コンソーシアム TOKYO2021は、水辺に関わる
主体が連携し、ユーザー目線でイノベーションを起こし
ていくことを目的に「TOKYO FUNECTION」活動として情
報発信や連携協働のファシリテーション、事業創出の支
援を実施

出典：TOKYO FUNECTION ウェブページ
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地域力の将来イメージ：

 具体的イメージ
【検討の方向性・・・地域力の創造】

 デジタル技術の活用や多様
な機能導入により、感染症
や災害をはじめとしたリス
クに対する高いレジリエン
ス（適応力）が醸成されて
いるほか、新たな価値や魅
力を創造するイノベーショ
ンが創出されている。

 子どもへの地域教育や地域
の人々に対する普及啓発に
よりまちづくりに対する関
心度が高まっており、シ
ビックプライドの醸成やま
ちづくりプレイヤーの育成、
公民が連携したまちづくり
の取組みが進んでいる。

論点11：柔軟で持続可能なまちづくり

（課題解決のヒント）
建物の更新に合わせた多様な機能導入
子育て世代などあらゆる世代を支える環境整備
デジタル技術を活用したサービスの構築
体験型コンテンツの充実

地域の新しい取組みを引き出し、地域と共に考えるコロナ禍を踏まえたまちづくり

論点12：公民連携のまちづくり

（課題解決のヒント）
事業者と連携した企画実施
事業者向けの各種相談、セミナー等啓発支援
シビックプライドの醸成
エリアマネジメント団体及び
まちづくりプレーヤーの育成
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地域力の将来イメージ：

 検討の方向性・・・地域力の創造

論点11：柔軟で持続可能なまちづくり

地域の新しい取組みを引き出し、地域と共に考えるコロナ禍を踏まえたまちづくり

論点12：公民連携のまちづくり

avexが提供する音声ARサービスのスマートフォンアプリ。
美術館の音声ガイダンスのようなシステムをビーコンを
用いてまちなかに実装するもの

出典：SARFウェブページ

Code for JAPANは市民が主体となり、地域課題解決に取
り組むコミュニティ作り支援や、テクノロジーを活用し
たアクションを創発する活動を支援していく非営利団体。
全国各地で活動するCode for Xが展開され、パートナー
シップを結んでいる

出典：Code for Japan ウェブページ
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